下

· 総じて庭仕様の事

庭を造るには入口から奥の方へ作っていくのがある。奥から入口の方に作って来るのがある。この論どちらもおかしい。まず庭を作るには最初入口の方である軒廻りをおおよそ石ばかりで作り、それから奥の方をおおよそ作り始め、また入口の方へ戻り、入口の方をおおよそ作り、又奥の方へ、又入口の方へといった作り方をし、その中間を一番最後に作るのが作法である。また樹石どちらも格別大きい物があってこれを入れるのにその入口の奥の方にあるか、入口の手前にあるかという、その入口の順序によって扱いを変える事がある。これは特別の論である。また木石の前後の配置の事、上記のように必要以上に心得る（捕らわれる）べきではない。そのものの大小などによって前後の配置をきめるべきである。

中程に池を掘ろうとうすれば、まず山を築く事を考える。その地へその池の堀上げた土を積もり上げ、そのようにした後に池の形を決めるべきである。山の土の積み上げる量の見当がつかないうちに池の掘り上げた土を積み上げ手はいけない。山の土がこれぐらいでよいとおもう量の見当をつけた後に池を堀上げるべきである。池から掘上げる土の量は少なく、山を築く土は多いと考えるべきである。

池の水を入れないうちは山が高く見える。池の水を入れた後に山を見ると思いの外その山が低く思える。

池が（建物等に）近い時は山を高く、遠い時は山を低くするべきである。これはすなわち巨勢金岡が水石を組むことの名手なのを思い出すべきである。たたむと言う事は遠近を計算することと考えるべきである。

■リファレンス

・し【仕】

１つかえること。官職に就くこと。「仕官・出仕・奉仕・給仕きゆうじ」

２サ変動詞「す」（為）の連用形「し」の当て字。「仕事・仕方」

・巨勢金岡　

生没年不詳。平安前期、9世紀後半を代表する絵師。巨勢派の祖。その名は、同時代人であった菅原道真(すがわらのみちざね)の詩文集『菅家文草(かんけぶんそう)』中に敬称を伴って記されており、生存中より高名であったことが知られる。遺品は残されていないが、880年（元慶4）に大学寮の先聖先師九哲の像を描いたのをはじめ（『江次第抄(ごうしだいしよう)』）、屏風(びょうぶ)絵や障子絵を制作したことが文献に記されている。また廷臣として、当時の宮苑(きゆうえん)であった神泉苑の監を務め、作庭も行っていた。この神泉苑の風光を描くことを道真より求められていることから、金岡は中国的な画題のほかに日本的な画題も扱ったと考えられ、金岡において、日本の絵画は唐絵(からえ)的な要素を残しつつも、和様化の傾向を深めていったと推定されている。(C)小学館

· 庭主客の事

庭は奥の方を主とする。入口（建物の方）を客とする。この関係は燈篭の主客と同じ。庭上の景に工夫をめぐらすのは入口（建物の方）の方に六割、奥の方に四割ある。亭主は下座から上にむかって眺めるので上の方を主とする。客は上座から下に向かって眺めるので下の方を客という。

■リファイン

・さ‐た【沙汰】広辞苑

１水でゆすって砂金や米などの砂をとり除くこと。物の精粗をえりわけること。淘汰。

２理非を論じきわめること。評定。裁断。訴訟。太平記4「公家の朝拝、武家の—始まりて後」

３政務を裁断・処理すること。宇治拾遺物語3「国司、下りて国の—どもあるに」

４定めること。処置。取扱い。宇治拾遺物語9「つとめての食物まで—し置きたり」

５主君または官府の指令・指図。「追って—する」

６たより。しらせ。報知。音信。宇治拾遺物語1「—に及び候はず、参り候ふべし」。「無—」

７評判。うわさ。太平記2「あな哀れや、なんど—しければ」

８行い。しわざ。事件。「正気の—」「刃傷にんじよう—」

・たく・む【巧む・工む】

１工夫をめぐらす。趣向をこらす。「—・まざる美」「—・まずしてあらわれるユーモア」

２たくらむ。企てる。古今著聞集16「かねてよりしか—・みまうけたる事なれば」

· 垣の事

垣の寸法（モデュール）がある。定まった寸法と定まった寸法がなくてその時に生まれ出る割合の寸法がある。その寸法は三通り、四通り、五通り、あるがそれら全て下の一段の間渡りは土からの明きは約21cmであり、これは定石である。これから垣の高さに応じて垣の趣向によって間渡りが三通り、四通りある。その間々の寸法間隔が約30cmならば上の間渡しより垣の点の見放しまで約42cm、また中間の間々が約45cmならば上の寸法約58cm、又中間の間々約42cmならば上の寸法は約54cm、これは生み出された寸法である。また竹垣ならば竹の節が並ばないように互い違いにするべきである。杭の点、垣の点、遠ければ垣の点から杭の頭の出が約5cm〜6cm、7.5cmも出るのがある。

■リファレンス

・ま‐わたし【間度】広辞苑

１壁下地かべしたじに、やや太い竹・木を横にわたしたもの。〈和名抄10〉

２まにあわせ。

· 同心得の事

垣の工夫の仕方は心得がある。その心得というのは庭中の垣は必ず透かし垣にするべきである。それゆえ垣の向こうに曲者が佇まないという仕掛けである。あながち垣の向こうにある樹石を見ないのではない。総じて庭前はすべてこの心得である。ただし庭の内に見苦しいものがあって垣でこれを隠そうとするならばその物の高さに板垣を設けて地際を約10cmばかり開け透かすべきである。これは曲者の佇んでも足下が見えるという仕掛けである。また見苦しくて隠そうとするものが低い場合は地際を透かさず垣の高さを低くするべきである。その高さは1m50cmより高くするべきであはない。これは曲者の頭かつ面影が見えるという心得である。およそ御成庭には垣を作ることがない。その庭中に曲者が隠れるような場所があるのは亭主より客方への不興気といふ意を心得て万ものすくが作意とどいふなるべし。この意味は手水前、鏡石あるいは燈篭の明り等の心得と同じである。

萩垣の萩は7月、8月に刈り取るべきである。落ち葉の後（9月以降）ではよくない。柴垣の柴は10月より11月、12月に刈り取るべきである。枯れる直前はよくない。竹の穂垣の穂は旬のときに刈り取る竹はよくない。穂は湯を通すべきである。板垣の板は焼くべきである。焼くのは焚くのではない。金物を火で熱くし、その板を撫でて焼くのである。

生け垣に二種類ある。刈込の生け垣、透かし作りの生け垣である。刈込の生け垣は中の枯枝をよく透かした後考えている形に従って刈り揃える。透垣は始めに考えている形に刈り込んだ後に中を透かす。茅垣の茅は7月8月に刈るべきである。尾花の後はよくない。葭垣の葭はその穂が出た後刈り取るのがよい。丸竹は節を抜くべきである。まぐさ、蕨、縄等は湯に通すべきである。水に浸すのもよい。まくさは真葛草と書く。葛篭藤の一種である。杭は根元を焼くべきである。垣の地形はよくならしておくべきである。

■リファレンス

・あなた【彼方】

１自分や相手から遠い所。あちら。

２ある所からむこう。あちら。源氏物語帚木「北の障子の—に」。日葡辞書「アナタコナタ」

３基準とする時からむこう。特に、以前。まえかた。源氏物語蓬生「—の年頃は」

・おも‐かげ【面影・俤】

１目先にないものが、いかにもあるように見える、そういう顔や姿や物のありさま。伊勢物語「—にのみいとど見えつつ」。「往時の—をとどめる」

２かおつき。おもざし。顔かたち。源氏物語若菜上「見し—も忘れがたくのみなむ」。「母親の—がある」

３(歌論で) 作品から受け取られる心象。無名抄「この歌ばかり—あるたぐひはなし」

４（→）面影付に同じ。去来抄「牡年曰く、—にて付くるとはいかが。去来曰く、うつり・ひびき・匂ひは付け様のあんばいなり。—は付け様の事なり」

５名香の名。質は伽羅きやら。

・そう‐べつ【総別・惣別】広辞苑

おおよそ。大体。すべて。平家物語3「—につけて嘆きおぼしめせども」

・おなり‐にわ【御成庭】広辞苑

宮方・摂家などの出入する場所に設けた庭。垣などをせず、人が隠れることのできないようにしたもの。

・ふ‐きょう【不興】広辞苑

１おもしろくないこと。興のわかないこと。無興ぶきよう。「—をかこつ」

２主君・長上などの機嫌をそこなうこと。勘気を受けること。無興。椿説弓張月前編「久しく父為義が—を得て豊後のかたに身を寓よせし」。「—を蒙こうむる」「—を買う」

・よろず【万】広辞苑

１数の単位。まん。

２数の多いこと。あまた。さまざまであること。いろいろ。宇津保物語藤原君「—の神仏に」。竹取物語「野山にまじりて竹を取りつつ、—の事に使ひけり」

３すべての事。万事。源氏物語若紫「—をととのへ給へり」

４(副詞的に) ことごとく。すべて。万事。「—承ります」

・しも‐つき【霜月】広辞苑

陰暦11月の異称。霜降月。〓〓冬〓

・ごく‐げつ【極月】広辞苑

12月の異称。しわす。ごくづき。

・み‐つけ【見付・見附】国語大辞典

１ 見つけること。見とがめること。

２ 枡形を持っている城門で、外方に面する部分。見張りの番兵を置いた。俗に江戸城には三十六見付があったと言われ、現在は四谷見付、赤坂見付、牛込見付、市ケ谷見付などが地名として残っている。

３ ちょうど正面に見えるところ。すぐ目の前に見えるところ。みつき。

４ 能舞台で、見付柱のあたりをいう。

５ 歌舞伎で、舞台の正面。みつき。

６ 建築で、部材の正面の幅をいう。みつき。

· 垣留の樹の事

垣の端にある留りの杭に添えて樹を植える。これを垣留めという。樹の高さは垣の高さに合うように並ぶべきである。樹は何でもよい。随分やすらかな樹を植えるべきである。垣に結んでもよい。

■袖が香の事

袖が香とは袖垣で、袖垣の外に梅を植える事を言うのである。枝が多いのはよくない。

■リファレンス

そで‐がき【袖垣】広辞苑

建物のわきに添えて造った短い垣。

■燈篭扣の樹の事

燈篭の後ろか脇に、燈篭に添えて樹を植える。かならず植えるべきである。

■同燈ざわりの事

燈障とは、燈篭の前に木を植えてその木の枝葉の隙間から燈篭がありありと見えるのではなく少しずつ見える幽玄の様をいう。夜は燈篭の明りのみで庭前の景色がよく見えないので木を植えて夜の眺めを豊かにするものである。

■鉢請樹の事

手水鉢の先に樹を植えて鉢の水の上にその樹の枝葉が差し出して見えるのが良い。ただし、水面から約40cmぐらい上にあるべきである。前へ枝葉が出るのは手水鉢の前面に限る。樹は馬酔木又は錦木又は南天又は「みさかき」又は万年樹等である。この外虫が嫌う樹であればなんでもよい。これは水中に自然の毒虫などがいるというが虫の嫌う樹であれば毒消しになると言う事を心得てこれらの樹を選んで植えるのである。また鉢前の景色はこの鉢請け樹が重要である。なので木振りがよい樹を見比べ植えるべきである。蹲踞手水の鉢請けもおなじである。

■リファレンス

・あせび【馬酔木】広辞苑

ツツジ科の常緑低木。山地に自生、また庭木として栽培。高さ約3メ-トルに達する。春、壺形の小白花を総状に下垂。全株が有毒、牛馬が食うと麻痺するというので「馬酔木」と書く。葉の煎汁は殺虫剤・皮膚病薬。材は堅く、薪炭材・細工物とする。あしみ。あしび。あせぼ。あせみ。毒柴。〓

にしき‐ぎ【錦木】広辞苑

〓ニシキギ科の落葉低木。コマユミ（小真弓）の変種とされ、枝にコルク質の翼のある点が母種と異なる。初夏、帯黄緑色の小花を多数開く。果実は〓果さくかで、晩秋熟し、裂けて橙紅色の種子を現す。紅葉美しく、観賞用。材は細工用。鬼箭木。五色木。〓〓秋〓

なんてん‐しょく【南天燭】広辞苑

ナンテンの漢名。

· 井会釈樹の事

井あしらいとハ井筒に添て其井を会釈する樹を云なり。樹ハ松或ハ梅或ハ柳又ハ竹などよし

□井戸のあしらいとは井戸の地上の部分に添えてその井戸をもてなす様な樹を言う。樹は松又は梅又は柳又は竹などがよい。

■リファレンス

あしらい　広辞苑

１応対。もてなし。日本永代蔵5「猫の蚤見て、—もせねば」。「客—」

２配合。とりあわせ。胆大小心録「吸物は…くじらの—に大根の青み」

い‐づつ【井筒】広辞苑

１井戸の地上の部分を木・石・土管などで囲んだもの。本来は円形だが、広く方形のものをもいう。井戸側。化粧側。伊勢物語「筒井つの—にかけしまろがたけ」

２井筒〓にかたどった紋所。平井筒・角立かどたて井筒・組井筒・重かさね井筒など種々ある。もと井桁いげたといった。

· 下井戸影樹の事

下（おり）井戸の影木と言うのは下井戸が崩れ積みの方の中程又は下の水際の廻りなどに樹を植えて水面に影が写る枝葉があるのを影樹と言う。樹は松に限る。また梅でもよい。また柳はふさわしいけれども時が経つと木が太って根張り石を動かすことがある。なので当分の間はいいがよく考えて植えるべきである。

■リファレンス

・そう‐おう【相応】サウ‥広辞苑

１程よくつりあうこと。ふさわしいこと。相当。平家物語3「日本に—せぬ大臣なれば、いかさまにも今度失せなんず」。「分—の暮し」

２〔仏〕心と心の作用などが和合すること。

· 塚添の木の事

木はなんでもいい。塚の後ろ又は塚の上又は塚の脇等、植え方は恰好にまかすべきである。ただ塚の上へ枝葉がおおうようにするのがよい。

· 庭造伝

北村援琴、閑居の地を〆て、石に漱き流に枕するといへる遺風をしたひ、築山やり水のおかしき景をうつし其あいだに嘯吟し、道の心を求め、世の塵を払ふなぐさめとす。こころばへのどかなるにしたがひ好人のつくり置れし庭のありさま、ここかしこ尋ね遊び、其品をえらび体を分ち画かける人にたよりてことことく図に写しつらね、致景を求めるたすけとせり、凡泉石の眺望によって、いみじき教をさとる者、そのためしなきにしもあらず、やさひきながめなる故に古木物語の中にも前裁築山の風流を述ることあまたあり、

もとの木だち山のたたずまひ面白きところなるを池の心ひろくしなして、めでたくつくりののしるといひ、或ハ中河のわたりなる家なん、この比水せきいれて涼しきかげに侍ると聞ゆ、或ハ水のおもむき山のをきてをあらためてといふ、池水にちいさき山をへだてのせきといふ、亀の上の山もたつねじの歌など、皆造りなせる庭のふぜいをあらハせり。援琴翁のあめる此巻ハ、ミづから山水の逸興を味ふ事を他の人にもしらしめんと、つゐに桜木にちりばめて、永く世に伝へとなせり、一日予これを繙き閲して、其志の深きに感じ、おもふ事岩ねの松の下かげにいやしきこと葉のしげきをわすれ、巻の終に筆を加ふるもおこがましや。

